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 毎年 30 万人前後が登山し、2013 年 6 月の世界文化遺産への登録により、さらに登山者が増加すること

が予想されている富士山では、入山料導入をはじめ登山者の規制が議論されている。6月に、山岳雑誌出版

社のオンライン会員を対象に実施したアンケート調査結果の概要を報告する。 
 
富士山の入山料にかかわる経緯 
1999年  環境省の山岳トイレ整備補助事業開始 
2001年8〜9月 山梨県富士山環境保全アンケート 

 ゴミの散乱問題視、有料道路経費負担54％が賛成 
2002年  山岳トイレ整備がはじまる 
2007年1月 世界遺産暫定一覧表に記載 
2010年  山岳トイレ整備補助事業がいったん廃止判定ののち復活 
2011年  富士吉田市が「入山料/富士山環境保全協力金」を検討したが断念 

岩手大山本准教授調査、64％が協力金導入賛成、平均946円 
2012年1月 UNESCO世界遺産センターへ推薦書提出 
  山梨県が入山料検討の協議を静岡県に申し入れ 
2012年8〜9月 ICOMOSの専門家による現地調査 
2013年1月 静岡県知事入山料検討を表明 
  富士吉田市長が入山規制として協力金徴収の意見表明 

Yahoo!意識調査で入山料導入賛成は87% 
2013年2月 両県知事が入山料導入の意向表明 
2013年4月 両県が入山料導入の方針を表明 

ICOMOSがUNESCOに条件付きで登録を勧告 
2013年5月 入山料を5合目以上の登山者から徴収する方針決定 
  ジャストシステム調査、64％が入山料に賛成 
2013年6月  両県が、観光庁に旅行業団体への弾丸登山の自粛要請を要望 

京都大学栗山教授、入山料による抑制効果は7000円が必要 
有識者委員会が協力金徴収を提言 
第37回世界遺産委員会で、世界文化遺産への登録決定 

   2016年2月までに保全状況報告書の提出を要請 
 全体構想・登山道の収容力設定・来訪者管理戦略の策定を勧告 
Yahoo!意識調査で入山料の額は1000〜2000円が最も支持 
環境省が5合目に散策路、トイレ整備の方針 
「富士山世界文化遺産協議会作業部会」7月25日〜8月3日 
 1000円の協力金徴収を決定。使用目的を検討し、来年から活用。 
ヤマケイオンライン会員へのアンケート調査 

2013年7月 山開きから1週間の登山者は昨年比1.5倍。弾丸登山者は1.8倍。 
  富士宮市、携帯トイレの持参呼び掛け 

「富士登山における安全確保のためのガイドライン」 
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ヤマケイオンライン会員への意識調査 

 
山と渓谷社が運営する登山のポータルサイト。無料登録で33,981名の会員。 
「世界遺産・富士山の環境保全、安全・混雑対策、入山料に関するアンケート」  
回答者：1,947名  調査期間：2013年6月18日（火）～7月1日（月） 
http://www.yamakei-online.com/research/fuji_0.php 
登山歴1～2年の初心者から10年以上のベテランまで幅広く、約70％が富士登山経験者。 
富士登山者を減らす施策には「入山規制」が最も良いと考えている人が多い。 
入山料の徴収は80％近くが支持し、高額の徴収にも理解する人が多い。 
入山料を徴収した場合、使途を明確にし、できればトイレ問題に使って欲しいという意見が最多。 
富士登山経験者と未経験者との意見の相違は、ほぼ見られなかった。 
 

 

 
 



 

 

 


